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真空採血管の無償提供の禁止等、公正競争規約の完全遵守に関する

ご理解とご協力のお願いについて

謹啓 初冬の候 ますますご清祥のこととお慶び、申し上げます。

平素は、当協議会会員に対し格別の御愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、衛生検査所の使命は、医療機関の先生方に正確で充分に品質保証され

た検体検査の情報を迅速に提供することにあり、ひいては国民医療に貢献する

役割を担うものと自負しているところであります。

今後も、この使命と役割を果たすべく鋭意努力してまいりますので、ご支援

のほどお願いいたします。

一方で、私ども衛生検査所は消費者庁と公正取引委員会の指導の下、公正取

引協議会を設置し、検体検査の受委託に係る取引を不当に誘引する景品類の提

供を制限する公正競争規約を運用し、業界の正常な商慣習の確立に努めてきま

した。同規約は、景品表示法第 11条の規定に基づき、消費者庁及び公正取引

委員会の認定を受けて自主的に設定した業界のルールです。従って、自主的ル

ールといえども法的な裏付けを有した規約であり、会員一丸となって、乙の規

約の遵守に取り組んできました。

ところが、この度、消費者庁から、別添（写）のとおり、同規約を再度、周知

徹底し遵守するよう厳しく指導を受けました。

指導の内容は、公正競争規約の遵守に関するものですが、特に、平成21年

5月に同規約に盛り込まれた「真空採血管の無償提供の禁止」が徹底されてい

ないことに対する指摘でした。

近年、臨床検査が高度化・複雑化するに伴い検査に使用する容器類も多様化

し、無償提供が認められる容器類に疑義が生じたところから、平成21年に公

正競争規約を改正し、真空採血管も無償提供禁止の容器に指定されました。無



償提供が認められる容器類は、医療機関において採取された検体を医療機関か

ら衛生検査所まで保管・輸送するための容器であって、それ以外の用途には使

用されないものです。

同規約改正以降、今日まで、当協議会会員は医療機関の皆様へ真空採血管は

医療器具であり、衛生検査所が医療機関へ無償提供することは、公正競争規約

で禁止されている旨、ご説明に上がり、多くの医療機関において有償にしてい

ただくか、卸業者から購入していただくようになりました。しかし、全ての医

療機関にご理解を得ている状況ではないため、無償提供が未だに行われている

ところもあります。

当協議会としては、今回の消費者庁の指導を重く受け止め、無償提供が認め

られる容器、禁じられている採取用具類を明確にした上で、公正競争規約の遵

守を更に強化してまいります。

つきましては、同規約で無償提供を禁じている真空採血管をはじめ検査機器、

採取用具類等は、本来、医療機関様でご用意いただくものであり、衛生検査所

が無償で提供するものでないことをご理解いただき、その旨、貴会会員の皆様

にご周知賜りたくお願い申し上げます。

謹白
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衛生検査所業公正取引協議会

会長伊達忠一殿

消費者庁

表示対策課長

消表対第 13 7号

平成25年4月18日

「衛生検査所業における景品類の提供の制限に関する公正競争規約Jの遵守について

（要請）

公正競争規約は、景品類又は表示に関する事項について、当庁及び公正取引委員

会の認定を受けて、不当な顧客の誘引を防止し、一般消費者による自主的かつ合理

的な選択等を確保するために締結又は設定されている。

賞協議会は、一般消費者による自主的かつ合理的な選択の確保の観点から、 「緯i

生検査所業における景品類の提供の制限に関する公正競争規約」 （以下「規約」と

いう。）を定めており、その厳正かつ適正な運用に努めることが必要である。

しかしながら、平成24年7月から 9月に貴協議会が会員事業者に対して行った

規約の遵守状況の調査の結果によると、医療機関への真空採血管の無償提供が依然

として会員事業者によって広く行われているが、これは公正競争規約によって禁じ

られているものであり、医療機関に対して行うべき行為ではないため強く改善を求

める。

ついては、貴協議会においては、規約第3条により取引を不当に誘引する手段と

して禁じている真空採血管の無償提供の禁止など、公正競争規約を遵守することを、

会員事業者に徹底されたいロ

以上
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回
景品規制の法的仕組みと公正競争規約

景品類の制限及び禁止

内閣総理大臣（消費者庁長官）は、……景

品類の価額の最高額若しくは総額、種類若

しくは提供の方法その他景品類の提供に関

する事項を制限し、又は景品類の提供を禁

止することができる。

協定文は規約

事業者又は事業者団体は、……景品類又

は表示に関する事項について、内閣総理大

臣（消費者庁長官）及び公正取引委員会の

認定を受けて、……協定又は規約を締結

し、又Iま設定することができる。

消費者庁長官及び公正取引委員会

医療用医薬品集、

医療機器集及び衛

生検査所業における

景品類の提供に閲す

る事項の制限
（平成 9年告示第 54号）

衛生検査所集に

おける景品類の提

供の制限に関する

公正競争規約
（昭和 59年 9月認定）

唱園
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慣
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…

商

し

【説明】

①告示は、消費者庁が運用し、国肉の企業すべてに適用される。

②公正競争規約は、『公正取引協議会Jが運用し、直接的には協膿会会

員企業のみに適用される。

③公正競争規約は、消費者庁及び公正取引委員会がその業界の公正取

引のルールとして認定したものであることから、消費者庁が告示を

判断するに際しては、公正競争規約の定めが参酌されることになる。
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医療用医薬品業、医療機器業及び衛生検査所業における景品類の

提供に関する事項の制限

全部変更（平成9年8月11日公正取引委員会告示第54号）

医療用医薬品の製造又は販売を業とする者、医療機器の製造又は販売を業とする者及び衛

生検査を行うことを業とする者は、医療機関等に対し、医療用医薬品、医療機器又は衛生検

査の取引を不当に誘引する手段として、医療用医薬品若しくは医療機器の使用又は衛生検査

の利用のために必要な物品又はサービスその他正常な商慣習に照らして適当と認められる範

囲を超えて景品類を提供してはならない。

備考

1 この告示で「医療用医薬品」とは、薬事法（昭和 35年法律第 145号）第2条第 l項に規

定する医薬品であって、医療機関等において医療のために使用されるものをいう。

2 この告示で「医療機器」とは、薬事法第2条第4項に規定する医療機器であって、医療

機関等において医療のために使用されるものをいう。

3 この告示で「衛生検査」とは、人体から排出され、又は採取された検体について行う臨

床検査技師等に関する法律（昭和 33年法律第76号）第2条に規定する検査をいう。

4 この告示で「医療機関等」とは、医療法（昭和 23年法律第205号）第 1条の 5に規定す

る病院及び診療所、介護保険法（平成9年法律第 123号）第8条第25項に規定する介護老

人保健施設、薬事法第2条第 11項に規定する薬局その他医療を行うもの及び衛生検査を委

託するもの（これらの役員、医療担当者その他従業員を含む。）をいう。
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r衛生検査所業における景品類の提供の制限に

関する公正競争規約」の概略

0第3条において、医療機関等に対し、衛生検査の取引を不当に誘引する手

段として景品類を提供してはならないとされています（原則禁止）。

0第4条において、例外的に提供が制限されないものとして、

①自社の衛生検査の利用に際して必要な容器類（具体的には、施行規

則のf別表jに掲載されています）又は便益を高めるような物品、

②衛生検査に関する情報その他自社の衛生検査に関する資料等、

③短期間のテスト検査（施行規則において、原則1週間以内、新検査法

による比較検査及び研究用検査については 4週間以内とされていま

す）

が例示されています。

【説明】

① 公正競争規約は、規約本体とその細部の運用基準を定めた施行規則からなっ

ており、これらの施行までの経緯は次のとおりです。

昭和 日 制一一一一て規約及

江戸施行規則の新規設定を申請

7月 10日｜公正取引委員会が関係者などから意見聴取のため公i
！耳恵会を開催 ； 

9月 5日 i公正取引委員会が景品表示法に基づき規約を認定、 i
i施行規則を承認 I 

l；~~~~「！委員会が規約の内容を官報に告示
同： ＇.｝施行規則の施行

② その後、何度か変更されていますが、現行の真空採血管等の無償提供が禁止さ

れた施行規則（別表）の変更は、平成 21年 4月 15日に当協議会から公正取引

委員会に変更申請を行い、同月 22日に公正取引委員会の承認を受けて 5月 1
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公正競争規約設定までの童な漏れ

【新規設定時の状況】

昭 59.6.11（申請）

消費者庁への事前梱談

・実態、問題点の把握

。規約に盛り込む内容の検討

．公正取引委員会による検討

S臨界における問題意鵬

規約股定の働者

l諜…る規約案の作戚トイ諮問竺車三 君臨：
表示物を持ち寄って、適正な表示の在り方につい』

表示通縮寵

l （消費者団体、学職経験者等との意見交換）！

て検討を重ねるなどして、業界内での意見をまと l

めていきます。
公正競争規約は、事業者又は事業者団体が自主的
lこ定める表示支は畏品類についてのJu;;;;Jレです；

ので、規約案は規約を理見4♀4正ゑ孟起記Li
します。
‘ー－-－－ーー－－－－－－，ー自由一・回申ーー目ーーーーーーーーー ーーー一 ・ー－ー . 

規約の内容を業界にとってだけでなく、消費者ー

にとっても適正なものとするためには、消費者、

学職経験者等の意見も幅広く取り入れる必要が

あります。そこで、表示連絡会と呼ばれる会合

害胃軍τ、規約案の内容について説明し、意見

： を求めます。

規約の認定申請 i「一連絡会ミ出ーするーして規約
案を修正した後、景品表示法第 11条に基づき、

消費者庁長官及び公正取引委員会に対して規約

の認定に係る申請を行います。

昭 59.7.10（公聴会） I I パブリックコメントの実施 〈注〉公正取引委員会が所管していた平成 21年

8月までは f公聴会j が開催されていた

昭 59.9.5 （認定）

9.13 （官報告示）
消費者庁長官及び公正取引委員会による規約の龍定・官報告示
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